面接時聴取事項（職種：調理スタッフ）
面接日：平成　　　 年　 　月　 　日　　　面接時間：　　 時　 　分 ～　　 時　 　分

応募者：　　　　　　　　　　　　面接者：　　　　　　　　　

㈱アスモフードサービス
	質 問 事 項
	伝 達 事 項（当社システム等）

	当社を選んだ理由
	
	調理スタッフ
	勤務時間：6時～19時シフト制

休日：4週8休制

賞与：なし　　　試用期間：6ヶ月

給与振込み日　　

	今後したい事
	
	予定配属先
	　　　　　　　　　事業所

	経験年数職歴
	
	その他
①
	

	希望条件住宅
	本人での引越し・・・可　・　不可
	その他
②
	

	通勤

状況
	最寄り駅・・・　　　　　　駅

通勤時間・・・　　　　　　分
	人物5段階評価欄

	
	
	態　度
	

	研修

開始
	　


	向上心
	

	
	
	コミュニケーション力
	

	アピール


	
	積極性
	

	
	
	
	

	
	　　　　　　　　　
	
	

	
	
	
	


採用面接時の注意事項

厚生労働省から採用面接時に下記の事を聞いてはいけないという指針が出ています。

①本人に責任のない事項

本籍・出生地に関すること

家族に関すること（職業、続柄、健康、地位、学歴、収入、資産など）

住宅状況に関する事（間取り、部屋数、住宅の種類、近隣の施設など）

生活環境・家庭環境に関すること

②本来自由であるべき事項

宗教に関すること

支持政党に関すること

人生観・生活信条に関すること

尊敬する人物に関すること

思想に関すること

労働組合・学生運動など社会運動に関すること

購読新聞・雑誌・愛読書などに関すること
さらに・・・

◆職業安定法では、面接時（募集時）に原則（＊1）として下記の項目について

個人情報を質問（収集）してはならないと規定されています。

（職業安定法違反の場合、6カ月以下の懲役又は30万円以下の罰金が科せられます。）

①人種、民族、社会的身分、門地（家柄）、本籍、出生地、その他社会的差別の原因となるおそれのある事項

（例：家族の職業、収入、本人の資産など）

②思想及び信条（例：人生観、生活信条、支持政党、購読新聞、雑誌、愛読書、尊敬する人物など）

③労働組合への加入状況（例：労働運動、学生運動、消費者運動その他社会運動に関する情報）

◆男女雇用均等法では、性別を理由とする差別の禁止として第5条に

「事業主は、労働者の募集及び採用について、その性別にかかわりなく均等な機会を与えなければならない。」と、あげられています。

（法違反となる事実の有無を確認する必要があるとき、厚生労働大臣は事業主に対して報告を求めることができます。法違反がある場合には助言、指導、勧告が行われ、勧告に従わない場合は企業名公表の対象となります。また、厚生労働大臣の報告の求めに応じなかった、あるいは虚偽の報告を行った事業主に対しては、２０万円以下の過料が科されることとなります。）
具体的な例として、下記の項目があります。

①募集又は採用に当たって、女性についてのみ、未婚者であること、子を有していないこと、自宅から通勤すること等を条件とし、又はこれらの条件を満たす者を優先すること。

②採用面接に際して、結婚の予定の有無、子供が生まれた場合の継続就労の希望の有無等一定の項目について女性に対してのみ質問すること。

（＊1）原則というのは、特別な職業上の必要性が存在すること、その他業務の目的達成に必要不可欠であって、収集目的を示してから本人に収集する場合は職業安定法に触れません。

平成24年6月5日
